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1. FY3/24 Financial Overview 

Be a dependable end-of-life partner by emphasizing with 
the senior generation and their family members

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本日は　お忙しい中　ご視聴いただき　ありがとうございます。それでは　まず　私より　ご説明申し上げます。



FY3/24 Financial Highlights

1. Operating revenue increased 3.6% mainly because of higher average revenue per 
ordinary funeral and an increase in the number of large funerals.

2.
Operating expenses increased 4.8% and SG&A expenses increased 5.0%. This was 
the result of planned up-front expenditures for growth, including expenditures for 
personnel and recruiting, and IT system depreciation. 

3. Operating profit decreased 2.0% and operating margin was 16.9% (-1.0pt)

4.
Made Tokyo Ceremony Co., Ltd., a wholly owned subsidiary as part of activities for 
growth of the funeral business, a key goal of the current medium-term 
management plan.

5.
For the growth of the end-of-life support business, another key goal of this 
management plan, the customer services unit of KOEKISHA was divested and 
absorbed by wholly owned subsidiary Life Forward CO., LTD., Ltd., on April 1, 2024.
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
はじめに、ハイライトをご覧いただき、次ページ以降で詳細に説明いたします。まず、１点目、営業収益ですが、主に一般葬儀の単価上昇と　社葬・お別れの会等の大規模葬儀(金額500万円超と定義しております)の件数増加により 前期比 3.6% の増収となりました。２点目、費用面ですが、営業費用は ４.８%増　、一般管理費は ５.０%増となりました。これは、主に、将来の成長のための人件費・採用費、基幹情報システムに係る減価償却等の計画的先行投資によるものです。３点目、この結果、営業利益は、前期比 2.0%減 の ３７億８９百万円、営業利益率は１６.９% となりました。増収減益 の結果については、期初に公表した業績予想どおりでございます。続いての、４点目・５点目は、２０２２年度を初年度とした 中期経営計画の取組み に対するトピックスとなります。まず、４点目は、中計重点項目の１つである 「葬儀事業の拡大」 のための手段として、積極的な出店と Ｍ＆Ａに取り組んでおりますが、その成果としまして 東京都葛飾区を地盤とする葬儀社 ㈱東京セレモニーを2024年１月に 完全子会社化いたしました。５点目は、２つめの中計重点項目である「ライフエンディングサポート事業の拡大」 の取組みとして、多様化する顧客ニーズへの対応力 ・サービス品質の高度化を図ること目的に葬儀前後の商品・サービスを提供する 公益社のカスタマーサービス部門の、ライフフォワードへ吸収分割を決定しました。こちらは、グループ内 完全子会社間の 組織再編となります。



Overview of FY3/24 Consolidated Results of Operations
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(Millions of yen)

FY3/23 FY3/24
YoY change Initial forecast*

Amount % FY3/24 Amount %

Operating revenue 21,663 22,437 773 3.6% 22,700 -262 -1.2%

Operating expenses 16,325 17,104 779 4.8% 17,577 -472 -2.7%

SG&A expenses 1,470 1,543 73 5.0% 1,563 -19 -1.2%

Operating profit 3,868 3,789 -78 -2.0% 3,570 219 6.1%

(Operating margin) (17.9%) (16.9%) -1.0pt (15.7%) +1.2pt

Ordinary profit 3,843 3,800 -43 -1.1% 3,560 240 6.7%

Profit attributable 
owners of parent 2,783 2,363 -420 -15.1% 2,270 93 4.1%

*FY3/24 forecasts were announced on May 11, 2023.

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
●それでは、決算概要の　ご説明に入ります。＝＝＝＝＝当期の営業収益は、ご覧のとおり、２２４億３７百万円、前期比３．６%の増収、営業利益は　３７億８９百万円と、２．０％　の減益 となりました。減益 という結果については、当初 業績予想で公表したとおり、計画的に 将来の成長のための費用を積み増したことによるものです。営業収益が　増収 となった主な要因は　葬儀施行件数が前期並みに止まる一方で、 コロナ禍を契機に加速した 葬儀の小規模化傾向が緩和し、一般葬儀の単価が 前期比 2.2％ 上昇したこと、社葬・お別れの会等の大規模葬儀の件数に伸びが見られたこと、葬儀に付随する商品・サービスの収入が増加したことによります。営業費用は、将来的な　新規出店に伴う　葬儀件数の増加　および　売上拡大に備えた　人員体制強化のための人件費・採用費の増加、　新規出店による地代家賃の増加、　先行投資としての広告宣伝費を増加させたことにより　増加となりました。一般管理費は　基幹情報システムの稼働により　ソフトウエアの減価償却費が増加しましたこのように、　将来の成長に向けた費用が先行したことが主要因で　営業利益は、減益となりました。営業利益率は　前期比マイナス１．０ポイントの　１６．９%となりましたが、中期経営計画で掲げた目標値１５．５％以上　を超える水準となっております。つづいて経常利益は、出資比率４９％の関連会社「グランセレモ東京」の業績が堅調に推移し、持分法による 投資利益が 35百万円 計上されました。特別損益では、前期の 公益社旧宝塚会館の土地等に係る固定資産売却益 ２億９２百万円が無くなった一方で 当期に減損損失１億５２百万円計上しました。この結果、親会社株主に帰属する当期純利益は ２３億６３百万円、前期比１５．１％の減益となりました。



Overview of FY3/24 Quarterly Consolidated Results of Operations
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Use the chart generator on the SAN HOLDINGS website to see changes in major quarterly results items for the past three years.
https://www.san-hd.co.jp/ir/finance/chart.html#gyouseki1

(Millions of yen)

1Q
Results

YoY change
%

2Q
Results

YoY change
%

3Q
Results

YoY change
%

4Q
Results

YoY change
%

Operating revenue 5,081 4.6% 5,325 1.9% 5,711 1.5% 6,319 6.1%

Operating expenses 3,948 7.7% 4,042 2.7% 4,416 8.2% 4,697 1.2%

SG&A expenses 370 6.2% 373 7.2% 397 11.7% 402 -3.5%

Operating profit 761 -9.2% 910 -3.6% 897 -24.3% 1,219 35.6%

(Operating margin) (15.0%) -2.3pt (17.1%) -1.0pt (15.7%) -5.4pt (19.3%) 4.2pt

Ordinary profit 766 -7.2% 918 -2.1% 890 -24.1% 1,225 35.1%

Profit 497 -5.5% 588 -15.0% 564 -21.1% 712 -16.1%

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に四半期別の業績ですが、第１四半期から第３四半期は、増収減益 、第４四半期は 増収増益 でした。第４四半期は、営業収益が大きく伸びたことにより　営業利益が 12億19百万円となり、四半期別での 過去最高益 となりました。一方、第３四半期の営業利益が　前年同期比で　大きくマイナス になっているように見えますが、　これは、これまでの 過去最高営業利益 であった前期の第３四半期との比較　となっているためです。このスライドのような 四半期別の業績ハライト、資産状況、営業収益・利益の推移は、当社ホームページの「チャートジェネレーター」をご利用いただけますと閲覧、ダウンロードが可能ですので、企業分析等にご活用いただければ幸甚です。



The Group’s Number of Funerals and Average Revenue Per Funeral
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 Number of funerals: No change from FY3/23 due to declines in deaths and funerals involving the 
pandemic.

 Average revenue per funeral: Increased 31,000 yen (2.9%) in FY3/24 because of more large funerals 
and a recovery of average revenue per ordinary funeral.
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続いて　グループ全体の　葬儀施行件数　と　葬儀施行単価　の推移を　四半期別にご覧ください。棒グラフが　葬儀施行件数、折れ線グラフが　葬儀施行単価です。グループの葬儀施行件数は、　 16,134件と前年並みにとどまりました。(前期比　９２件減、０.６%の減少)この背景に、 2022年〜2023年初頭の　全国的な超過死亡の反動で、　葬儀の 潜在的需要 となる　死亡者数は　前期並みの水準となっていること、コロナの収束傾向により　特殊増減要因である　コロナ関連葬儀が　大きく減少したたことがあり、　新規出店による　件数増加効果が　相殺される形となりました。一方で、葬儀施行単価は、社葬・お別れの会等の 大規模葬の件数の伸びと、一般葬儀の単価持ち直しにより、 前期比 プラス　3.1万円、2.9% の増加となりました。詳細は、公益社を中心に後ほどご説明いたします。



Changes in Operating Profit
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[Three funeral companies]
Expenses increased due to revenue growth
(Includes up-front expenditures for growth)

[Three funeral companies]
Revenue growth

[SAN HOLDINGS]
Increases in building and land 
leasing at new funeral halls,

IT amortization and 
other expenses

The SAN HOLDINGS Group: Changes in operating profit

FY3/23
Operating profit

FY3/24
Operating profit
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
以上の内容をふまえて　、営業利益の　増減要因を、　チャートで示しました。水色が　増益要因、　朱色が　減益要因です。ご覧いただいて分かるように、水色の 増収による利益増加幅 よりも、朱色の 費用増加による利益減少幅 が大きくなっております。これは、 葬祭３社セグメントでは、 将来の事業拡大に備えた　人員体制強化のための　人件費・採用費の増加、 新規出店関連経費、 広告宣伝費　の増加、持株会社の燦ホールディングスセグメントでは、　新規会館の出店に伴う　地代家賃や、新しい基幹情報システム の稼働による　ソフトウエアの 減価償却費の増加等、政策的にコストを発生させたことが、主な 減益要因となっております。この結果、営業利益は３７億８９百万円、前期比　７８百万円の 減益　となりました。



Changes in the Balance Sheet
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Use the chart generator on the SAN HOLDINGS website to see changes in major balance sheet items during the past 10 years.
https://www.san-hd.co.jp/ir/finance/chart.html#gyouseki1

(Millions of yen) March 31, 2023 March 31, 2024 YoY change Major items
Current assets 11,039 11,835 796 Cash and deposits 597

Trade accounts receivable and contract 
assets 443

Non-current assets 25,189 25,750 560 Property, plant and equipment 40
Intangible assets 401
Investments and other assets 118

Total assets 36,229 37,585 1,356
Current liabilities 3,559 3,636 76 Trade accounts payable 35

Provision for bonuses 45
Non-current liabilities 1,054 1,071 17 Asset retirement obligations 48

Long-term accounts payable-other -63
Total liabilities 4,613 4,708 94
Total net assets 31,615 32,877 1,262 Retained earnings 1,877

Treasury shares -631
Total liabilities and 
net assets 36,229 37,585 1,356

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続いてバランスシートです。 バランスシートは、前期末比　１３億５６百万円の増加となりました。流動資産は １１８億３５百万円となり、前期末比 ７億９６百万円 増加しました。これは主に現金及び預金が ５億97百万円、営業未収金および契約資産が ４億43百万円 それぞれ増加したことによるものです。固定資産は、 ２５７億５０百万円 となり、前期末比 ５億６０百万円増加しました。これは主に、新規会館投資に伴う 建設仮勘定の増加と　減価償却の進行による有形固定資産の減少の差し引きにより、有形固定資産が ４０百万円増加したこと、無形固定資産は、Ｍ＆Ａによる のれん２億３３百万円 の発生、基幹情報システム構築に係る 建設仮勘定の増加により、前期末比 ４億１百万円 増加、投資その他の資産が １億18百万円増加 したことによるものです。この結果、総資産は ３７５億８５百万円、前期末比 １３億５６百万円の増加 となりました。流動負債は ３６億３６百万円 となり、前期末比 ７６百万円 増加しました。これは主に、営業未払金が ３５百万円 増加したこと、賞与引当金が ４５百万円 増加したことなどによるものです。固定負債は １０億７１百万円となり、前期末比 １７百万円 増加しました。これは主に、長期未払金が減少 したものの、資産除去債務等 が増加 したことによるものです。この結果、負債合計は ４７億８百万円 となり、前期末比 ９４百万円増加しました。当期末における 純資産合計は ３２８億７７百万円となり、前期末比１２億６２百万円増加しました。これは主に、親会社株主に帰属する 当期純利益 ２３億６３百万円を計上する一方、剰余金の配当 ４億８５百万円を支払ったことにより 利益剰余金が１８億７７百万円増加したこと、ならびに 当期中に自己株式を ６億6２百万円取得したことなどによるものです。この結果、自己資本比率は 前期末比０．２ポイント上昇し、８７．５％となりました。



2. KOEKISHA Financial Highlights 

Be a dependable end-of-life partner by emphasizing with 
the senior generation and their family members

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここから、　グループの中核会社である　 公益社　 の葬儀の状況について　ご説明いたします。



KOEKISHA: Number of Funerals and Average Revenue Per Funeral
 Number of funerals: Decreased by 159 (1.2%) in FY3/24 due to declines in deaths and funerals involving the 

pandemic.
 Average revenue per funeral: Increased 30,000 yen (2.7%) in FY3/24 because of more large funerals and a recovery 

of average revenue per ordinary funeral. 
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Quarterly number of funerals and average revenue per funeral
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
こちらは　公益社の　葬儀施行件数と　葬儀施行単価　の推移になります。まず、葬儀の潜在的需要 となる　死亡者数は、公益社の展開エリア　において2024年3月期は前期比 0.3％減少 と前年割れいたしました。2022年〜2023年初頭は　全国的な超過死亡傾向　にありましたが、　当期に入り　その反動が出たもの　と推測されます。そういった中、 葬儀施行件数は 12,891件 となり、前期比で 98.8％ と1.2ポイント 減少しました。この 減少要因 としましては、 主に 近畿圏での 競争激化に加え コロナの収束傾向に伴い、特殊増減要因である コロナ関連葬儀が 大きく減少したことがあげられ、新規出店による 件数増加効果で カバーすることが出来ませんでした。仮に、コロナ関連葬儀 という 特殊要因を除いたベースの葬儀施行件数は 前期比 2.1％の増加 となります。葬儀施行単価は、コロナ禍を契機に加速した 葬儀の小規模化傾向が緩和し、一般葬儀の単価が 上昇したこと、社葬・お別れの会等の 大規模葬儀の件数に 伸びが見られたことにより 前期比３万円増加、2.7％増となりました。



KOEKISHA: Increase/Decrease in Funeral Service Revenue
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[Tokyo area]
Increase in revenue as the 

number of ordinary funerals
increased by 113

[Kansai area]
Decrease in revenue as the 

number of ordinary funerals
decreased by 300

[Kansai area]
Increase in revenue as the 
number of large funerals

increased by 20

KOEKISHA: Changes in funeral service revenue

FY3/23
Funeral service revenue

FY3/24
Funeral service revenue
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[Tokyo area]
Increase in revenue as the 
number of large funerals

increased by 8

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、　公益社の規模別・　地域別の　葬儀施行件数・金額　の状況をご説明します。ます、近畿圏についてです。一般葬儀は、前期比３億１６百万円の減収でした。これは主に 葬儀施行件数が 前期比減少したことが要因です。先ほどもふれましたが、他社との競争激化に加え、 コロナの収束傾向に伴い、コロナ関連葬儀が大きく減少したこと によるものです。この件数減への対策としまして、 新たに立ち上げた 家族葬ブランド「エンディングハウス」を早急に拡大、 認知度を高めていくことにより、 件数の増加に繋げてまいります。近畿圏での社葬・お別れの会等の 大規模葬儀は、葬儀施行件数が 前期比+20件と大きく伸び、１億９百万円の増収となりました。つづいて首都圏では、一般葬儀の葬儀施行件数が、前期比１１３件伸びたことに加え、葬儀施行単価も上昇したことから前期比 ３億７９百万円 の増収となりました。首都圏での大規模葬儀は、葬儀施行件数が 前期比８件の増加となり、前期比４７百万円の増収となりました。この結果、葬儀施行収入は 147億47百万円 となり、前期比 2億20百万円 の増収となりました。



3. SOU-SEN and TARUI Financial Highlights 

Be a dependable end-of-life partner by emphasizing with 
the senior generation and their family members

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続いて　公益社以外のグループ葬儀会社、葬仙　と　タルイの状況を簡単にご説明いたします。



SOU-SEN Financial Highlights
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 Number of funerals: Decreased by 58 (3.7%) in FY3/24
 Average revenue per funeral: Increased 46,000 yen (5.5%) in FY3/24 because of a 

contribution of higher revenue per ordinary funeral resulting from a larger number of 
mourners at funerals. 

Note: Operating revenue and operating profit are based on segment information.

FY3/23 FY3/24
YoY change

Amount %

Number of funerals 1,589 1,531 -58 -3.7%

Average revenue per 
funeral (Thousands of yen) 841 887 46 5.5%

Operating revenue 
(Millions of yen) 1,515 1,560 44 2.9%

Operating profit
(Millions of yen) 139 155 16 11.6%

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まず、鳥取県東部・西部　及び　島根県東部を　営業エリアとする、葬仙の状況です。＝＝＝＝＝葬儀施行件数は　公益社の近畿圏同様に、コロナ関連葬儀が減少 したこともあり、前期比３．７％減少となりました。一方、会葬者の増加に伴い 葬儀施行単価が上昇したため、葬儀施行収入は 前期比１．５％の増収となりました。また、葬儀に付随する 商品の販売やサービス提供 についても販売に注力し、返礼品や 仏壇仏具を中心に前期比 増収 となりました。この結果、営業収益は、前期比２．９％増の１５億60百万円営業利益は１億５５百万円、前期比１１．６％増　となりました。



TARUI Financial Highlights
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 Number of funerals: Increased by 125 (7.9%) in FY3/24 because of a large number of 
orders for funerals, mainly at new locations. 

 Average revenue per funeral: Increased 7,000 yen (1.0%) in FY3/24 as revenue at 
ordinary funerals continued to climb, making a contribution to revenue growth.

FY3/23 FY3/24
YoY change

Amount %

Number of funerals 1,587 1,712 125 7.9%

Average revenue per 
funeral (Thousands of yen) 1,065 1,072 7 1.0%

Operating revenue 
(Millions of yen) 1,831 1,993 161 8.8%

Operating profit
(Millions of yen) 371 452 81 21.8%

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、兵庫県明石市　および　隣接する神戸市西部等　を営業エリアとする、タルイの状況です。小規模な葬儀に適した 新規会館を 中心に葬儀施行件数が前期比７．９％増加 と引続き堅調に推移したこと、葬儀施行単価が 前期比　１．０％　増加 となったことから、葬儀施行収入は 前期比 8.7％ の増収となりました。また、葬儀に付随する 商品の販売やサービス提供 についても、主に 仏壇仏具の販売増により、前期比増収となりました。この結果、営業収益は、前期比８．8％増 の１９億９３百万円、営業利益は ４億５２百万円、前期比 ２１．8％ 増 となりました。



4.
FY3/25 Revenue and 

Earnings/Dividend Forecasts 

Be a dependable end-of-life partner by emphasizing with 
the senior generation and their family members



Highlights of FY3/25 Forecasts

1.
[Overall] Many activities to achieve the goals of the medium-term management plan. Activities 
based on the plan’s strategies include growth of the funeral and end-of-life support businesses, 
building a more powerful foundation for business operations, and improving the quality of 
services. Also, many recruiting activities to add the people needed for these activities.

2.
[Operating revenue] Forecast a larger number of funerals because the increasing number of 
deaths in Japan and the opening of more funeral halls. Also aiming for higher revenue from 
products and services associated with funerals.

3.
[Operating expenses] Personnel and recruiting expenses are increasing because of many 
activities to recruit people needed for the planned growth of operations. The forecast also 
reflects the outlook for higher advertising expenses to generate sales and higher expenses 
involving the opening and operation of new funeral halls. 

4.
[Plan for investments] Plan to add 16 funeral halls for growth of the funeral business and 
planning to use M&A often to meet customers’ needs and further upgrade the quality of 
services.
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続いて、2025年3月期の業績予想について説明申し上げます。まず、その前提となる考え方 についてポイントをまとめました。2025年3月期は、中期経営計画の 最終年度となります、その達成のため、当年度も 引き続き 中期経営計画の戦略に沿って・葬儀事業の拡大、・ライフエンディング事業の拡大、・事業基盤の強化、・サービス品質の向上を図るとともに、それを支える人材確保のための採用を 積極的に行ってまいります。基本的には その方針を反映させ、営業収益、営業費用、投資計画を 策定しております。営業収益については、事業拡大による 増収要因 の織り込み営業費用については それに必要なコスト の織り込み投資については 積極的な出店・Ｍ＆Ａ に必要な資金の確保をしております。次の ページで、詳しくご説明をいたします



FY3/25 Forecasts
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(Millions of yen)

FY3/24 
Results

FY3/25 
Forecast

YoY change

Amount %

Operating revenue 22,437 24,300 1,863 8.3%

Operating profit 3,789 3,820 31 0.8%

Operating margin (16.9%) (15.7%) -1.2pt

Ordinary profit 3,800 3,830 30 0.8%

Profit 2,363 2,450 87 3.7%

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まず、 営業収益ですが、葬儀事業 については、死亡人口の増加が見込まれるため、 既存店および新規出店による葬儀施行件数　獲得を強化し、かつ 葬儀の小規模化・簡素化の傾向の中で 葬儀単価の減少を 最小限に留めることにより増収を見込んでおります。ライフエンディングサポート事業 についても、終活から葬儀後までの サービスの機能強化　および、リハビリ特化型デイサービス、高齢者施設での食事提供の拡大により、お客様と ご家族の 長期間のサポートを充実させてまいります。営業費用 については、前期に引き続き、事業拡大に伴う 積極的な人材採用による人件費・採用費の増加、収益獲得のための広告宣伝費と、新規出店にともなう 会館開設、運営経費の増加 を織り込んでおります。この新規出店の規模としては、１６会館 の出店を見込んでおります。この結果、２０２５年３月期の業績は、 増収増益を見込んでおります。営業収益　 ２４３億円　　　　　 前期比　8.3％増、営業利益  　３８億20百万円　前期比　0.8％増、経常利益　 　３８億30百万円　前期比　0.8％増、親会社株主に帰属する当期純利益　 ２4億５0百万円　前期比　3.7％　の増加を見込みます。営業利益率は、15.7％ と悪化しますが、これは、出店増に備え採用を増やすことによる人件費・採用費の増加と、出店費用が先行的に発生するためです。しかし、この水準は、中期経営計画で掲げた営業利益率目標15.5％を超える水準となります。



FY3/25 Dividend Forecast
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 Plan for 9th consecutive years of higher dividends.

(Yen)
FY3/23 FY3/24 FY3/25 Forecast

Dividend per share 44.0 35.0 24.0
(Pre-split adjustment) (47.0) (48.0)

Interim 21.0 23.0 12.0
(Pre-split adjustment) (24.0)

Year-end 23.0 12.0 12.0
(Pre-split adjustment) (24.0) (24.0)

Payout ratio 
(consolidated) 16.7% 20.5% 20.0%

*SAN HOLDINGS conducted a 2-for-1 common stock split on October 1, 2023.

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最後に、２０２５年３月期の　配当予想です。当社は、2023年10月１日を　効力発生日として　普通株式　１株につき２株の割合で　株式分割を行っており、表中の　当期の１株当たり配当予想　につきましては、当該株式　分割前　と　分割後　の両方を記載しております。分かりやすいよう、分割前　で比較しますと、２０２５年３月期は　年間で　１円増配の４８円とする予定です。予定どおりの増配　となりますと、９期連続の増配となります。また、予想配当性向は、　業績予想　に対して ２０．０％　となります。＝＝＝＝＝私からのご説明は　以上でございます。ご清聴　ありがとうございました。続いて、社長の播島から　ご説明申し上げます。社長、よろしくお願いいたします。



5.
Progress in Medium-term 

Management Plan

Be a dependable end-of-life partner by emphasizing with 
the senior generation and their family members

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
燦ホールディングスの播島でございます宜しくお願い申し上げます私からは　中期経営計画の進捗状況についてご説明した後(のち)人的資本経営の取組み　直近のトピックスについてご報告いたします



Key Goals: Growth of the Funeral Business (Network Expansion)

21

 Seven of eight new locations planned for FY3/24 started operating during the year. The eighth, where 
construction was delayed, opened in May 2024.

 In FY3/25, 16 new locations are planned and schedules for nine have been finalized as of May 2024. 

(Halls)

Operated by Prefecture As of March 
31, 2023

Opened 
during 
FY3/24

Total

KOEKISHA 
Tokyo

Tokyo 16 16
Chiba 1 1

Kanagawa 2 1 3

KOEKISHA 
Osaka

Osaka 28 4 32
Nara 4 4
Hyogo 8 8

SOU-SEN Tottori 10 10
Shimane 4 4

TARUI Hyogo 12 12
Tokyo Ceremony Kanagawa 1 1

Total 84 7 91

Number of Funeral Halls by Location 
(as of March 31, 2024)

Number in prior FY

New funeral halls

FY3/22 FY3/23 FY3/24 FY3/25 FY3/32

Number of funeral halls at the SAN HOLDINGS Group (Estimated)

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
新10年ビジョン　中期経営計画で掲げた2つの重点項目まず「葬儀事業の拡大」についてですこちらが発表している　当社グループの葬儀会館　新規出店計画です創業１００年の年　２０２３年３月期に２１０店舗の出店達成を目指しています２１０店舗の内　その多くは　新ブランド　エンディングハウスによる出店であり　全国の相応の人口規模がある主要都市へ　出店を拡大していきます



Key Goals: Growth of the Funeral Business (Store Openings)
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 Four of the seven of the new funeral halls opened in FY3/24 use the new ENDING HAUS brand. 

Mizonokuchi Hall of KOEKISHA 
(Takatsu-ku, Kawasaki) opened in 

February 2024

ENDING HAUS Nishiyodogawa 
(Nishiyodogawa-ku, Osaka) 
opened in December 2023

ENDING HAUS Nishifuna 
(Nishifunabashi, Chiba) 
opened in March 2024

ENDING HAUS Ishikiri 
(Higashiosaka, Osaka) 
opened in March 2024

KOEKISHA Hall in Minoh 
(Minoh, Osaka) opened in 

January 2024

公益社会館箕面
(大阪府箕面市)

2024年１月 OPEN
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ENDING HAUS Mito 
(Higashiosaka, Osaka) 

opened in February 2024

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
足元の新規出店状況ですが　中期経営計画１年目　前期の出店計画は６店舗でしたが２店舗を先行してオープンし８店舗の出店となり、エンディングハウスは　４店舗同時にオープンしております当期は公益社ブランド2会館　エンディングハウス4会館を含み　7会館をオープンいたしました



Key Goals: Growth of the Funeral Business (M&A)

23

 One of the seven new FY3/24 locations was an acquisition due to making Tokyo Ceremony a wholly 
owned subsidiary. 

 Faster expansion of coverage of the Tokyo area (Tokyo, Kanagawa, Chiba)

M
&

A

Family Funeral Service Itoshie 
Kamisueyoshi Hall 

(Tsurumi-ku, Yokohama)
Joined the Group in January 2024

* KOEKISHA absorbed Tokyo Ceremony Co., Ltd. on April 1, 2024.

Use the new funeral brand to open funeral 
halls in major cities throughout Japan with 
facilities and prices targeting family funerals 
and the ability to provide high-quality 
services.

TARUI

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「葬儀事業の拡大」においては　自社出店だけにとどまることなく　M&Aや事業提携も視野に入れ　事業エリアの拡大を図っていく方針ですが2024年1月　東京都葛飾区にある　㈱東京セレモニーのM&A　完全子会社化いたしました東京セレモニーは　首都圏において　家族葬に特化して高品質なサービスを提供する専門葬儀社で　当社グループにおいてのM&Aは　2005年の葬仙　2006年のタルイに続く3社目であり　当社グループが１０年ビジョンで掲げる葬儀事業の拡大・全国への出店戦略　そしてそのノウハウを掛け合わせることで両社による大きな相乗効果を創り出すことが出来るもの考え今回　合意に至ったものです　M&Aは　葬儀事業拡大の重要な戦略・手段と位置付けておりこれからも積極的に行ってまいります



KOEKISHA
Customer Services unit
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Support provided before and after funerals
○Funerals/Ceremonies ○Household altars/fixtures ○Courtesy gifts 
○Graves/Interment of ashes ○Inheritance procedures ○Belongings

○ Real estate ○ Estate ○Renovation

Life Forward CO., LTD.

Combining customer contact in the funeral business with operations of the Life 
Forward contact center is expected to further upgrade the ability to provide proposals 
that accurately meet customers’ needs.

Integration will increase points of contact with customers.
 Enables proposals for customers extending from end-of-life support consultations 

to support and services after a funeral.

Reorganization will eliminate redundant tasks and allow the use of unified business 
systems.
 Higher efficiency of management and clerical tasks and lower cost of business 

operations

Key Goals: Growth of the End-of-life Support Business (Reorganization)
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 In February 2024, KOEKISHA announced the divestiture of its customer services unit and transfer 
to subsidiary Life Forward. This reorganization was completed in April 2024. 

Life Forward

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
もう一つの重点戦略　「ライフエンディングサポート事業の拡大」ですが 2024年2月　新10年ビジョンで掲げた方針に沿い　さらにこの領域の事業拡大を図っていくために　公益社を分割会社　ライフフォワードを承継会社とする　当社完全子会社間の事業の吸収分割を発表いたしました 葬儀事業会社である公益社が　自社の顧客に提供・販売してきた　葬儀前・葬儀後のサポートサービスを行う部門を　ライフフォワードへ移管いたしましたライフフォワードのサービス機能と　公益社の葬儀前後の付随サービス事業を統合し多様化する顧客ニーズへの対応力強化と　サービス品質の高度化を図りさらなる事業の拡大を図ってまいります 



Services of the End-of-Life Support Business
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Operation of Minna-ga-eranda-shukatsu (end-of-life services for everyone) portal site
Provides products and services by using the end-of-life services site for seniors
 A larger lineup of services for seniors living alone in order to cover an even broader range of needs

Day care service facilities specializing in rehabilitation
Acquired operational expertise while the pandemic pushed back the start of operations. 
The first facility, POSSIBLE Takarazuka Nakayamadera opened in June 2023. 
 POSSIBLE Ashiya opened in May 2024; planning to open more locations.

Provision of meals at senior care facilities 
 Currently providing meals at 10 facilities and sales activities continue for foodservice contracts at more senior care 

facilities. 

Support provided before and after funerals
Memorial services, family altars and fixtures, courtesy gifts, inheritance, gravestones, insurance, inheritance procedures,
belongings, real estate brokerage service
 In FY3/24, sales increased because of more measures for the growth of sales of family altars and fixtures and courtesy 

gifts. 

1

2

3

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
このライフエンディングサポート事業は　これまで核として展開してきた葬儀サービス事業に加え　もう一つの事業の柱・核として成長させていくことを目指している事業領域です まず一つ目は　これまで葬儀事業三社が提供してきた　葬儀前・葬儀後のサポートサービス事業 二つ目は　エクセル・サポート・サービスによる　リハビリ特化型デイサービス施設運営事業　高齢者施設への食事提供事業 そして三つ目は　ライフフォワードが運営する　全国の優良なパートナー事業者様を通じてサービスを提供する　プラットフォーム事業です



6. Initiatives for Sustainability

Be a dependable end-of-life partner by emphasizing with 
the senior generation and their family members

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に　持続可能な社会の実現に貢献しながら企業価値を高めていくための取組みについてです当社グループは　サステナビリティへの取組みを　経営の重要課題と捉えこれからも事業活動を通して　取組みを継続してまいります



Initiatives for Sustainability
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 Our purpose is to be a dependable end-of-life partner by emphasizing with the senior generation and their family members. As 
one step to accomplish this goal, we have created a materiality table that shows critical issues and the associated initiatives.

Materiality Initiatives

E Measures to fight climate change • Increase use of embalming method requiring a smaller amount of dry ice
• Increase use of solar panels at funeral halls

S

Use end-of-life support to be a source of 
comfort and confidence

• Provide ideal places to say farewell to the deceased
• More services for seniors living alone
• Growth of the end-of-life support business
• Provide grief counseling and support

Quality that earns the confidence, trust and 
satisfaction of customers

• High-quality services, products and buildings (existing brands and the new funeral 
brand)

• More directors of funerals and other ceremonies certified by the Ministry of Health, 
Labour and Welfare

• More embalmers certified by the International Funeral Science Association in Japan

Human resources: training activities for 
maintaining a workforce that is self-reliant and 
able to take actions on their own, backed by a 
firm commitment to hospitality, and a 
corporate culture reform 

• More employee engagement (including giving everyone a sound understanding of 
the corporate philosophy and purpose)

• Further workplace safety and hygiene management improvements

G Upgrade governance for an even stronger 
framework for management

• Strengthen education concerning compliance
• Reinforce data security measures

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
今　私たち企業が　EＳＧ３つの要素を経営の重要課題として取り組むことが求められていますがこれまで私たちが取り組んできた事業活動そのものが　社会課題の解決に資する　社会貢献活動であり　例えば　　ご遺族をサポートする「ひだまりの会」の活動　グリーフケア活動　また　お亡くなりになられた方を　生前の元気だった頃のお姿に近づけ　衛生的に保全する科学的な処置技術　エンバーミングサービスの提供も積極的に行っています このコロナ禍では　コロナ感染によって亡くなられた方に対しての　エンバーミング処置を実施することで　以前に社会問題ともなっていた　「コロナ禍で亡くなった人とご遺族が対面してお別れすることが出来ない」という問題解決にも取り組んできました グリーフケア活動や　エンバーミング処置サービスは　亡くなられた方　そしてご遺族の心に寄り添うものであり　家族の絆や　人と人との繋がりの大切さが改めて認識されている今　社会課題解決に資する　貢献度の高い活動でもあります 今後　当社グループが　葬儀会館を全国に展開し　ライフエンディングサポート事業の拡大を進めていくことで　シニア世代の方が増えていくこれからの社会において　当社グループが社会に果たすべき役割・貢献領域を　さらに広げていきたいと考えていますまた私たちは　大規模災害発生時の支援活動や　日本でお亡くなりになられた　海外からの渡航客を本国へ搬送する業務にも取り組んでおり　これからも発生するであろう　自然災害や　パンデミックの発生時の対応　これから２０２５年の万博開催に向け　海外からの渡航客増加に伴って増えることが予測される本国への搬送対応等　事業活動を通じて　日本における社会問題の解決に取り組んでまいります



Hidamari Club – 20 Years of Support for Families following a Death
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 Grief counseling and support programs are increasing at local governments and other places. The SAN 
HOLDINGS Group started the Hidamari Club in 2003 to assist family members with the grieving 
process and in other ways. 

Hidamari Club Activities

1. A place for bereaved people to gather

2. Face-to-face/online meetings every month

3. Presentations by professionals and members

4. A place and time where people can speak 

freely with confidence

 *More than 1,000 people have participated in these 
activities.

 *A 20th anniversary event was held in March 2024.

*What is grief counseling and support?
This process assists people who have lost, or soon will lose, a 
family member or other close acquaintance deal with the loss 
and recover. These activities include numerous ways to handle 
numerous problems that can occur following a death. 

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
今　社会で取り組むべき課題の一つとして　心のケア大切な人を亡くして悲しんでおられる方の悲嘆のケア　災害被害者の支援等グリーフケアに取り組む自治体が徐々に増えてきているようです私たちは　専門葬儀社として初めて　2003年からご遺族のグリーフケアに取組んでまいりました医療従事者やこの分野の専門家の方々とネットワークを構築し　協力・指導をしてもらいながら20年間この活動を継続してまいりました今年1月　能登半島地震が発生し　大変残念なことに多くの方がお亡くなりになられましたが　このコロナ禍もそうですが自然災害やパンデミックが身近にある　大変厳しい時代の中でご遺族のサポート　心のケアは　ますます必要とされる取組みだと考えていますこれからも　私たちはこの活動を継続していくと同時に　活動の輪を　さらに広げてまいります



Human Resource Management
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1. Linkage of strategies for management and human resources

2. Awareness of and commitment to the corporate philosophy and purpose

3.
Recruiting and training activities
Recruit and train people with the skills and professional expertise required for  
accomplishing the goals of business strategies

4.
Policy for upgrading working environment
Train people for maintaining a workforce that is self-reliant and able to take 
actions on their own, backed by a firm commitment to hospitality

5.
Corporate culture
Position the engagement score based on employee surveys as the most 
important KPI and constantly monitoring this score

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
当社は「人が行うサービス業」であり　当社の価値創造の源泉は人材そのものであって教育や研修　日々の業務を通じて自己の能力やエンゲージメントを向上させることでより高い付加価値　品質のサービスを実現されるとの認識に立ち　様々な取組みを行っています当社グループが求める人財像　ホスピタリティ　主体性　実行力を兼ね備えた人財の育成　組織風土の変革を　人的資本経営の最重要課題と位置づけ経営理念・パーパスの浸透を始め　従業員のエンゲージメント向上　働く環境の整備を推進　人的資本への投資を行ってまいります 



7. Shareholder Distribution Policy

Be a dependable end-of-life partner by emphasizing with 
the senior generation and their family members

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続きまして　株主様への利益還元方針についてです



Shareholder Distribution Policy
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 Aim for growth of shareholder distributions based on dividend stability

Distributing earnings to shareholders is one of our highest priorities.

For the dividend, our policy is to aim for a higher dividend based on a commitment to dividend stability. 
Dividends reflect consolidated sales and earnings, cash flows, the need to retain earnings for investments 
for medium and long-term growth, the need to maintain financial soundness and other factors. 

In addition, we will consider repurchasing stock in a flexible manner that takes into account the stock 
price and other applicable factors. 

Retained earnings are used mainly for IT systems, M&A and other strategic investments with emphasis on 
constructing funeral halls. The objective is to use retained earnings for strengthening our business 
foundation and increasing corporate value.

Dividend policy

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
当社は　株主の皆さまへの利益配分を　経営上の最重要課題と考え安定配当を基軸としつつ　増配に努めると共に自己株式取得の機動的な実施を　引き続き検討し　総還元性向を高めてまいります



Dividend Payout Ratio and Total Distribution Ratio
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 Total distribution ratio for FY3/24 is 49.3%
*SAN HOLDINGS conducted a 2-for-1 common stock split on October 1, 2019 and October 1, 2023. Dividends have not been adjusted for the 

October 2023 stock split. 

DPS ¥22.5 ¥25.0 ¥28.5 ¥31.0 ¥33.0 ¥38.0 ¥44.0 ¥47.0 ¥48.0
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Dividend payout ratio and total distribution ratio

Dividend

Stock repurchase

Total distribution ratio (%)

Dividend payout ratio (%)

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
こちらは　2017年3月期からの　株主様への利益還元実績の推移です当期は　自己株式の取得を６億62百万円実施いたしました 当期の期末配当金は12円といたしました2023年10月1日付で　1株につき2株の株式分割を行っているため分割前換算で47円となり　これにより　９期連続で増配の予定です当期の総還元性向は49.3％尚　自己株式の取り扱いに関し　当社の自己株式保有方針に沿い2024年5月末日で　自己株式　40万株の消却を実施いたしますこれにより　当社の自己株式の発行株式総数に対する割合は10.12％となります



Dividend per Share
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*SAN HOLDINGS conducted a 2-for-1 common stock split on October 1, 2019 and October 1, 2023. Dividends have not been adjusted for the October 2023 stock split. 

 The planned dividend for FY3/24 is 47 yen per share, the sum of a 23 yen interim dividend and 12 yen 
year-end dividend. This dividend does not reflect the 2-for-1 stock split on October 1, 2023.
Plan for 9th consecutive years of higher dividends.
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最後に　配当金の推移です2016年3月期から　当期まで8年連続での増配となります以上　私からの説明を終わりますありがとうございました 



Appendix

Be a dependable end-of-life partner by emphasizing with 
the senior generation and their family members



The Funeral Market in Japan
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Source: The Funeral Business Today and Outlook 2023, Yano Research Institute Ltd. (August 2023)

 Funeral business revenue fell almost 20% in 2020 because of the pandemic. In the following years, there has 
been a steady increase in small and simple funerals. The main causes are the rising number of nuclear family 
households in Japan and a shift in preferences due to the pandemic. 
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Senior Market Growth
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Source: “Statistics on the Elderly in Japan” (September 2023), Ministry of Internal Affairs and 
Communications, “Population Census” for 2000-2022 and “Population Projections” for 2022 and 
2023. From 2025 : “Population Projections for Japan (2023 Estimates)” Births (Medium) and 
deaths (Medium) estimates, National Institute of Population and Social Security Research

 Steady increases in the pct. of seniors and the number of senior households consisting of a husband 
and wife or only one person

Source: Outline of Comprehensive Survey of Living Conditions 2022, Ministry 
of Health, Labour Welfare

The increasing pct. of seniors in Japan Senior (Age 65+) households of one or two people

Actual←
 Estimate

(Thousands of 
households)

(%)

Age 65+ Age 75+ Living 
alone

Only 
husband-wife
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From the Tokyo/Kansai/San-in 
areas to all areas of Japan

The New 10-Year Vision
Our Two Initiatives: Funeral Halls in All Areas of Japan

1. To be a source of services that satisfy a broad spectrum of customers, we will expand 
our operations from the Tokyo/Kansai/San-in areas to all areas of Japan.
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Individuals (seniors, family members)

Information about services for different stages of life

Pre-funeralActive stage Post-funeralFuneral

FuneralMore services for a more fulfilling life 
for seniors

More services to support families after 
the funeral

Business domain of conventional funeral companies

Build a business model for becoming a “senior life support partner” that 
no other company can match

The SAN HOLDINGS end-of-life support business domain

The New 10-Year Vision
Our Two Initiatives: Growth of the End-of-Life Support Business

2. We are dedicated to improving our customers’ quality of life by providing a variety of end-of-
life support. To accomplish this, our goals are more growth of the end-of-life support business 
and addition of new businesses and services in order to be a source of new forms of value. 



The End-of-Life Support Business
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Preliminary 
consultations

Ash scattering Graves

This business contributes to society as a source of services and products needed for people to enjoy a 
fulfilling life style with confidence during the final stage of life. Activities include support for daily 
activities, preparations for this final stage and a variety of other support.

The New 10-Year Vision

Help with 
household chores

Information about
nursing care facilities

Pre-Funeral Trust
Funds

Before funeral Funeral After funeral
End-of-life notebookFuneral service seminars



The Five Key Goals of the Medium-term Management Plan (FY3/23-FY3/25)
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Speed up the expansion of the 
funeral hall network, mainly by 
using the new funeral brand, to 
cover more areas of Japan and 
serve more customers.

Business growth for more corporate value

Expand the end-of-life support business, 
extending from when people are still 
active through the post-funeral stage, for 
long-term support for customers and their 
family members. Develop this business 
into another core business.

Build a framework for the SAN 
HOLDINGS Group to provide 
high-quality services with 
efficiency.

 Upgrade quality management, the key to 
providing the outstanding services that are 
the source of corporate value.

 Quickly train people who provide funeral 
services and maintain the high quality of 
these people.

 Increase customer satisfaction

A more powerful foundation for business operations
 Use recruiting and training activities to increase the overall strength of the SAN HOLDINGS Group.
 Personnel systems for fully utilizing a diverse and skilled workforce and encouraging innovations; establishment of a sound employee 

education infrastructure.
 Continue improving the efficiency of all operations of the SAN HOLDINGS Group.
 Many activities involving the environment, society and governance (ESG).

Use value-added, high-
quality services to 
contribute to society

Growth of the funeral 
business

A stronger infrastructure for 
Japan's best services that 

achieve outstanding customer 
satisfaction

Make the funeral business 
more competitive

Growth of the end-of-life 
support business

G
ro

w
th

CS

We are dedicated to using business activities to contribute to society and increase corporate value as Be a 
dependable end-of-life partner by emphasizing with the senior generation and their family members.
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営業収益 営業利益

ROIC 7.3% 7.0%7.0% 7.0%

15.8%15.8%16.3%16.9%

Operating margin

Goals of the Medium-term Management Plan (FY3/23 to FY3/25)
 Revenue and earnings growth to achieve operating revenue of ¥23.0 billion and operating profit of ¥3.63 billion in 

FY3/25.
 Although there will initially be expenses for strategic measures (expenditures for recruiting, personnel and opening 

new funeral halls), the plan’s goals are an operating margin of at least 15.5% and an ROIC of at least 7.0%.

(Millions of yen) (Millions of yen)
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FY3/22 Results FY3/23 Plan FY3/24 Plan FY3/25 Plan

*ROIC = Operating profit after tax / Invested capital
Invested capital = Interest-bearing debt + Net assets, Operating profit after tax = Operating profit x (1 – Effective tax rate)

Operating revenue Operating profit
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Medium-term plan 
operating CF of about 

¥8.8 billion

(Reference) Includes 
cumulative 

depreciation of about 
¥3.0 billion

Investments for growth 
More than ¥4.5 billion

Investments in existing 
facilities

About ¥1.0 to ¥1.5 billion

Shareholder distributions

The basic policy is to hold renovations of existing 
facilities to below depreciation.

Organic growth
Rapidly open more funeral halls
Strengthen the end-of-life business 

Inorganic growth
M&A, alliances

Dividends
Maintain stability while aiming for dividend growth 

Stock repurchases
Stock repurchase decisions will be made based on 
cash flows, the stock price and other considerations.

Medium-term Management Plan Capital Allocation
 Large investments are planned for business growth. During the plan’s three years, operating cash flows 

are expected to be more than ¥8.8 billion. Investments involving existing facilities will be ¥1.0 to ¥1.5 
billion and investments for growth will be more than ¥4.5 billion.
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